
星
野
　
雅
春
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
…
危
機
管
理
局
長
）

災
害
の
歴
史
を
学
び
防
災
意
識
を
高
め
る
防
災
学
習
施
設
を

ー
市
民
の
防
災
意
識
を
深
め
る
た
め
の
一
環
と
し
て
研
究
し
て
い
く
ー

山
内
　
智
彦
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
…
総
務
部
長
）

日
々
の
ム
ダ
の
排
除
こ
そ
が
発
展
・
成
長
す
る
刈
谷
市
を
支
え
る

ー
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
に
は
、
日
々
の
改
善
意
識
が
重
要
ー

佐
原
　
充
恭
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
…
企
画
財
政
部
長
）

空
間
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
し
た
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を

ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
ー

野
村
　
武
文
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
…
経
済
環
境
部
長
）

刈
谷
城
築
城
事
業
を
ま
ち
お
こ
し
に
結
実
さ
せ
る
べ
き

ー
か
つ
な
り
く
ん
を
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
活
用
ー

沖
野
　
温
志
　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
…
鈴
木
副
市
長
）

刈
谷
駅
北
地
区
の
開
発
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み
は

ー
一
方
通
行
化
の
社
会
実
験
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
ー

まちづくりワークショップの様子

防災リーダー養成の様子

　
公
職
選
挙
法
で
市
議
会
議
員
は
寄
附
や
暑
中
見
舞
い
を
出
す

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
の
主
な
も
の
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
議
員
一
同

　
　
　
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
に
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
か
。

　
　
　
各
地
域
で
は
自
主
防
災
会
に

よ
る
自
主
的
な
避
難
訓
練
を
は
じ
め
、

初
期
消
火
や
避
難
所
の
運
営
な
ど
幅

広
い
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

市
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や

防
災
講
演
会
の
開
催
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
防
災
教
育
と
は
命
の
尊
さ
を

伝
え
る
教
育
だ
と
思
う
が
、
小
中
学

校
で
は
ど
ん
な
訓
練
や
防
災
教
育
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
隣
接
す
る
幼
稚
園
と
中
学
校

で
合
同
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
訓

練
の
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
、

体
育
館
に
１
泊
す
る
避
難
所
体
験
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
一
緒
に
応
急
手
当
や
初
期

消
火
の
体
験
、
地
震
体
験
車
で
大
き

な
揺
れ
の
体
験
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

自
身
が
身
を
守
る
手
だ
て
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
20
年
間
の
決
算
総
額
と
職

員
数
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
除

け
ば
、
決
算
総
額
は
27
％
増
加
、
職
員

数
は
減
り
続
け
13
％
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
そ
の
際
の
時
間
外
勤
務
時
間

は
ど
う
い
う
推
移
状
況
か
。

　
　
　
徐
々
に
増
え
続
け
、
40
％
増

加
し
て
い
る
。

　
　
　
職
員
数
は
、
国
か
ら
の
制
約

条
件
等
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
平
成
17
年
に
は
一
貫
し
て
定

員
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

昨
今
は
行
政
需
要
の
変
化
や
地
域
的

特
性
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
職
員
数
管
理
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
の
広

報
活
動
時
に
、
関
係
者
の
背
面
に
市

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

を
設
置
し
、シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
る

事
例
は
承
知
し
て
い
る
。
本
市
も
昨

年
の
築
城
４
８
０
年
記
念
事
業
で
バ
ッ

ク
パ
ネ
ル
を
活
用
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
活
用
方
法
を

整
理
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
駅
構
内
か
ら
よ
く
見
え
る
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な

ど
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
鉄
道
利

用
者
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

　
　
　
刈
谷
駅
北
口
周
辺
交
通
ま
ち

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
ま

と
め
た
案
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
周
辺
で
の
交
通
課
題
へ
の
対

策
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
た
ち
と
と
も
に
話
し
合
い
、

道
路
計
画
案
を
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
今
年
度
は
、
実
際
に
北
進
車

線
を
封
鎖
す
る
社
会
実
験
や
、
封
鎖

し
た
車
線
で
地
元
商
店
街
の
協
力
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
計
画
し
て

い
る
。
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は

調
整
中
で
あ
る
が
、
秋
ご
ろ
に
土
日

を
含
ん
だ
数
日
間
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
駅
前
通
り
は
、
観
光
バ
ス
や

企
業
の
送
迎
バ
ス
の
乗
降
場
所
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

　
　
　
刈
谷
城
築
城
４
８
０
年
記
念

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
終
わ
り
、
未
来

に
何
を
残
し
て
い
く
か
、
改
め
て
検

証
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
刈
谷

城
の
復
元
は
市
民
か
ら
の
反
対
意
見

も
多
い
が
、
築
城
に
至
っ
た
経
緯
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
第
７
次
総
合
計
画
策
定
時
に

市
民
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
刈
谷
未

来
会
議
か
ら
の
提
案
や
、市
民
団
体
・

議
会
各
派
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
庁

内
組
織
で
あ
る
亀
城
公
園
再
整
備
計

画
策
定
部
会
に
お
い
て
、
市
民
が
郷

土
の
歴
史
や
文
化
に
愛
着
と
誇
り
を

持
て
る
よ
う
計
画
を
策
定
し
た
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
ま
ち
お
こ
し

　
　
　
昭
和
19
年
に
発
生
し
た
昭
和

東
南
海
大
地
震
、
20
年
の
三
河
地
震
、

34
年
の
伊
勢
湾
台
風
な
ど
、
本
市
で

も
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
災
害
の
歴
史

が
あ
る
。
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
防
災

学
習
施
設
が
防
災
意
識
の
向
上
に
有

効
だ
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
防
災
意
識
の
高
揚
や
災
害
へ

の
備
え
を
促
進
す
る
一
翼
を
担
う
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
市
民

の
防
災
知
識
を
深
め
る
た
め
の
一
環

と
し
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
過
去
、
業
務
改
革
の
実
施
に

よ
り
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
を
出
し
て
き

た
か
。

　
　
　
こ
の
６
年
間
で
は
、
単
年
度

の
時
間
短
縮
効
果
が
毎
年
１
，
０
０
０

時
間
以
上
で
、
昨
年
度
は
保
育
園
事

務
・
幼
稚
園
事
務
の
３
，
８
０
０
時

間
の
軽
減
を
含
め
、
８
，
１
０
０
時

間
も
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
業
務
改
革
の
成
果
と
は
別
に
、

業
務
量
が
減
っ
た
と
い
う
事
実
、
あ

る
い
は
減
る
期
待
は
あ
る
か
。

　
　
　
時
代
の
変
革
や
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
国
・
県
か
ら
の
権
限
移
譲
等

に
よ
り
、
業
務
量
は
確
実
に
増
え
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
に
は
絶
好
の
場
所
で

あ
る
。
利
用
方
法
や
内
容
を
整
理
し

た
う
え
で
、
活
用
を
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
国
道
23
号
線
か
ら
よ
く
見
え

る
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
の
背
面

や
、
Ｊ
Ｒ
や
名
鉄
三
河
線
か
ら
よ
く

見
え
る
交
通
児
童
遊
園
の
駐
車
場
に

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
名
を
入
れ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
は

総
合
運
動
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
セ

プ
ト
や
景
観
等
に
配
慮
し
つ
つ
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
交
通
児
童
遊
園

に
は
来
年
の
春
に
（
仮
称
）
夢
と
学

び
の
科
学
体
験
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
あ
る
の
で
、
刈
谷
の
魅
力
あ

る
施
設
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
観
光
バ
ス
等
に
つ
い
て
は
把

握
を
し
て
い
な
い
が
、
企
業
の
送
迎

バ
ス
の
乗
降
場
所
に
つ
い
て
は
、
関

係
す
る
企
業
に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
今
後
、
調
整

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
駅
前
交
差
点
の
ペ
デ
ス
ト
リ

に
つ
な
が
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
刈

谷
城
築
城
盛
上
げ
隊
や
か
つ
な
り
く

ん
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

今
後
は
ど
う
継
続
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
昨
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
に

よ
っ
て
、
主
催
者
か
ら
は
参
加
者
が

増
加
し
た
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

た
等
大
変
好
評
で
あ
り
、
今
後
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

る
。
ま
た
、
か
つ
な
り
く
ん
を
使
用

し
た
土
産
品
の
創
作
・
販
売
や
、
盛

上
げ
隊
と
か
つ
な
り
く
ん
が
カ
リ
ア

ン
ナ
イ
ト
や
商
業
ま
つ
り
等
に
出
演

す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
引

き
続
き
刈
谷
の
魅
力
を
市
内
外
へ
発

問問問問

問

問問問問

問

問問

問

問問

問

問

答答答

答 答

答答答答答

答 答

答答

答

答

信
し
、「
住
み
続
け
た
い
、
訪
れ
た

い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
に
ぎ
わ
い
創

出
の
た
め
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ア
ン
デ
ッ
キ
の
計
画
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
案
で
は
、

北
口
広
場
上
部
の
デ
ッ
キ
か
ら
刈
谷

駅
前
線
の
東
側
歩
道
へ
と
延
伸
す
る

と
な
っ
て
い
る
が
、
刈
谷
駅
前
線
を

整
備
し
た
後
、
交
通
安
全
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

答
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特集 ～市民に開かれた議会・市民に信頼される議会を目指して～

市政に声を届けるためには
今回の議会だよりでは、２ページ（７，８ページ）を使用して、議会のしくみや議会の流れなどについて説明をします。

市政に声を届けるための第一歩は、選挙への参加です。

市民の意見・要望等は、議会に提出することができます。

議会の傍聴をしてみませんか。

　市民の皆さんの代表者である市議会議員は、選挙によって選ばれます。20 歳以上の市民の皆さんには、市議会議
員を選ぶ権利、選挙権がありますので、市政参加への第一歩として市議会議員選挙に参加しましょう。なお、現在
の市議会議員の任期は、平成 27 年７月 27 日で満了しますので、次回の選挙は平成 27 年に行われます。
・市議会議員の被選挙権 ･･･25 歳以上の市民
・市議会議員の選挙権 ･･･20 歳以上の市民
・議員の選挙 ･･･ ４年ごとに行われ、28 人の議員が選ばれます。
　※議員の定数は、以前は地方自治法により上限（刈谷市の場合は 34 人）が定められていましたが、平成 23 年８
月以降は法改正により、上限枠が撤廃され、条例で定数を規定しています。

　市政に対する市民の要望や希望を直接反映させるための方法として、だれでも請願書
や陳情書を議会に提出することができます。

●請願
　請願とは、皆さんの意見や要望を文書にまとめて議会に提出することを言います。議
会に対する請願は、議員の紹介が必要となります。受理された請願書は、関係する委員
会において慎重に審査した後、本会議において採択・不採択を決定します。
●陳情
　陳情とは、請願と同じように皆さんの意見や要望を文書にまとめて議会に提出するこ
とを言いますが、提出にあたって紹介議員を必要としません。刈谷市議会では、所定の
条件を満たした陳情書は、関係する委員会において慎重に審査し、採択・不採択を決定
します。

〈提出にあたって〉
・	３月、６月、９月、12 月の各定例会開会前に開催される議会運営委員会の２日前（土・
日曜日、祝日を除く）が提出期限となりますので、議会事務局へご確認の上、期限まで
に提出してください。
・	請願については、請願者（または請願代表者）が委員会審査に出席し、直接請願内容
の説明を行うことができます。希望される場合、請願書の提出の際にお申し出ください。

（書き方の見本）

年　　月　　日

　刈谷市議会議長

　　　　　　　　請願（陳情）者
　　　　　　　　　住所　〇〇市〇〇町〇丁目〇番地
　　　　　　　　　氏名　〇　〇　〇　〇　印

　　　　　　　　紹介議員（請願の場合のみ）
　　　　　　　　　　　　〇　〇　〇　〇　印
　　　　　　　　　　　　〇　〇　〇　〇　印

　○○○に対して、○○○するよう求める請願（陳情）
１要旨　・・・（求める内容のねらいや背景について記述）
２請願（陳情）項目
　（１）○○○について、○○○して下さい。
　（２）○○○について、○○○して下さい。

　市議会では、市民の皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。
　市民の皆さんが選んだ議員の活動状況や、市政の内容を知るためにも、ぜひ傍聴にお越しください。

〈傍聴手続き〉
　傍聴を希望される方は、当日各受付までお越しください。持ち物は特に必
要ありませんので、住所・氏名・年齢を傍聴人受付簿に記入し、傍聴券を受
け取りのうえ入場してください。
　　本会議：市役所 10 階、傍聴受付（60 席＋車椅子用スペース２席）
　　委員会：市役所９階、議会事務局受付（15 席（車椅子可））
※詳しくは議会事務局（℡ 62-1032　Fax25-1111）までお問い合わせください。
○託児を希望される方へ
　傍聴の際、臨時保育室「カンガルールーム」をご利用できます。
　傍聴希望日の３日前までに議会事務局までご連絡ください。
○手話通訳を希望される方へ
　傍聴の際、手話通訳者派遣制度をご利用できます。傍聴希望日の１週間前
までに福祉総務課（℡	62-1208　Fax	24-3481）までご相談ください。

投
票
箱

本会議場

傍聴受付

委員会室

傍聴席

傍聴の注意点
以下の行為はご遠慮願います。
・大きな音を立てるなど会議の妨害となるような行為
・携帯電話などの音を発する機器の使用
・プラカード、旗、のぼりの類の持込
・写真、ビデオ撮影や録音
・傍聴席での飲食、喫煙
・拍手などによる公然な可否表明
なお、会議中の出入りは自由です。

（7）	 平成 26 年 8 月 1日	 かりや市議会だより	


